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（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
」
と
は
、
専
ら
本
邦
の
域
外
に
あ
る

国
若
し
く
は
地
域
の
出
身
で
あ
る
者
又
は
そ
の
子
孫
で
あ
っ
て
適
法
に
居
住
す
る
も
の（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
本

邦
外
出
身
者
」
と
い
う
。）に
対
す
る
差
別
的
意
識
を
助
長
し
又
は
誘
発
す
る
目
的
で
公
然
と
そ
の
生
命
、
身
体
、
自

由
、
名
誉
若
し
く
は
財
産
に
危
害
を
加
え
る
旨
を
告
知
し
又
は
本
邦
外
出
身
者
を
著
し
く
侮
蔑
す
る
な
ど
、
本
邦
の

域
外
に
あ
る
国
又
は
地
域
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
本
邦
外
出
身
者
を
地
域
社
会
か
ら
排
除
す
る
こ
と

を
煽
動
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
を
い
う
。

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
災
害
関
連
義
援
金
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
六
月
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
六
十
七
号

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
災
害
関
連
義
援
金
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律

１

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
災
害
関
連
義
援
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
者
の
当
該
交
付
を
受
け
る
権
利

は
、
譲
り
渡
し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
災
害
関
連
義
援
金
と
し
て
交
付
を
受
け
た
金
銭
は
、差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
災
害
関
連
義
援
金
」
と
は
、
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る

災
害
の
被
災
者
又
は
そ
の
遺
族
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
被
災
者
等
」
と
い
う
。）の
生
活
を
支
援
し
、
被
災
者
等

を
慰
藉し
や

す
る
等
の
た
め
自
発
的
に
拠
出
さ
れ
た
金
銭
を
原
資
と
し
て
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。）

が
一
定
の
配
分
の
基
準
に
従
い
被
災
者
等
に
交
付
す
る
金
銭
を
い
う
。

（
確
定
給
付
企
業
年
金
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
八
十
二
条
の
四
の
規
定
は
、
第
四
号
施
行
日
以

後
に
行
わ
れ
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
合
併
等
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
七
条

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
第
三
十
一
条
の
四
の
規
定
は
、
第
四
号
施
行
日

以
後
に
行
わ
れ
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
合
併
等
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
八
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
民
年
金
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
改

正
前
国
民
年
金
法
」
と
い
う
。）第
百
二
十
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
選
挙
さ
れ
た
国
民
年
金
基
金
の
理

事
で
あ
る
者
は
、
施
行
日
に
、
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
年
金
法
（
次
項
に
お
い
て
「
改
正
後
国
民
年

金
法
」
と
い
う
。）第
百
二
十
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
国
民
年
金
基
金
の
理
事
と
し
て
選
挙
さ
れ
た
も

の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
選
挙
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
者
の
任
期
は
、
同
条
第
七
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
に
お
け
る
改
正
前
国
民
年
金
法
第
百
二
十
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
選
挙
さ

れ
た
国
民
年
金
基
金
の
理
事
と
し
て
の
任
期
の
残
任
期
間
と
同
一
の
期
間
と
す
る
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
国
民
年
金
法
第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
選
任

さ
れ
た
国
民
年
金
基
金
連
合
会
の
理
事
で
あ
る
者
は
、
施
行
日
に
、
改
正
後
国
民
年
金
法
第
百
三
十
七
条
の
十
二
第

二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
国
民
年
金
基
金
連
合
会
の
理
事
と
し
て
選
任
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
選
任
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
者
の
任
期
は
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
に

お
け
る
改
正
前
国
民
年
金
法
第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
国
民
年
金
基
金

連
合
会
の
理
事
と
し
て
の
任
期
の
残
任
期
間
と
同
一
の
期
間
と
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
九
条

こ
の
法
律
（
附
則
第
一
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
当
該
規
定
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。）の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
附
則
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
条

附
則
第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、

政
令
で
定
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
六
月
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
六
十
八
号

本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す
る
法
律

目
次前

文
第
一
章

総
則
（
第
一
条

第
四
条
）

第
二
章

基
本
的
施
策
（
第
五
条

第
七
条
）

附
則

我
が
国
に
お
い
て
は
、
近
年
、
本
邦
の
域
外
に
あ
る
国
又
は
地
域
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
適
法
に
居

住
す
る
そ
の
出
身
者
又
は
そ
の
子
孫
を
、
我
が
国
の
地
域
社
会
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
煽せ
ん

動
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動

が
行
わ
れ
、
そ
の
出
身
者
又
は
そ
の
子
孫
が
多
大
な
苦
痛
を
強
い
ら
れ
る
と
と
も
に
、
当
該
地
域
社
会
に
深
刻
な
亀
裂

を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

も
と
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
不
当
な
差
別
的
言
動
は
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
事
態
を
こ
の
ま
ま
看
過
す
る
こ
と

は
、
国
際
社
会
に
お
い
て
我
が
国
の
占
め
る
地
位
に
照
ら
し
て
も
、
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
は
な
い
。

こ
こ
に
、
こ
の
よ
う
な
不
当
な
差
別
的
言
動
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、
更
な
る
人
権
教
育
と
人

権
啓
発
な
ど
を
通
じ
て
、
国
民
に
周
知
を
図
り
、
そ
の
理
解
と
協
力
を
得
つ
つ
、
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け

た
取
組
を
推
進
す
べ
く
、
こ
の
法
律
を
制
定
す
る
。

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

そ
の
解
消
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
、
基
本
理
念
を
定
め
、
及
び
国
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
基
本

的
施
策
を
定
め
、
こ
れ
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
法
律
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
交
付
を
受
け
、
又
は
交
付
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
平
成
二
十
八
年
熊
本

地
震
災
害
関
連
義
援
金
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
生
じ
た
効
力
を
妨
げ
な
い
。
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